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研究概要
現在、多種多様な抗菌剤が利用され、その一部が下水へ流入している、一般的な下水処理では分解・除去されない種類

の抗菌剤は，人が使用した後，人－下水処理場－水域環境という移行経路で環境へ拡散する。抗菌剤の環境への拡散を防

止することは，SDGs の目標に掲げられている水域生態系の保護に加え , 現在世界各国で進められている薬剤耐性対策に

もつながる重要な課題である。本研究の目的は，下水処理の最終工程として新たな抗菌剤除去処理法を提案することである。

鉱物との接触分解処理と水中プラズマ放電による電気化学的分解処理の 2 種類の処理法について，その適用性を検討す

る。まず，下水処理水をスクリーニング分析し，検出される抗菌剤を把握する。その後，提案する各処理法について，抗菌剤

の種類に対する除去効率の違いを確認する。さらに，処理後に発生する抗菌剤の分解生成物の構造探索を実施するとともに，

各処理水について藻類への短期毒性試験を行い，分解生成物の藻類への生態毒性を評価し，生態系への安全性を確保

できる処理条件を導き出す。最終的に，実際の下水処理水を用いて各処理法での抗菌剤の除去効率を確認することで，実

用性に向けた技術開発を進める。
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